
暖
冬
と
は
い
え
、
過
ご
し
や
す
い
日
が
続
く
の
も
あ
ま
り

歓
迎
す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
よ
う
だ
。
四
季
折
々
の
中
に
育

ま
れ
て
き
た
風
土
、
風
習
が
今
や
怪
し
い
。
ま
し
て
、
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
集
団
感
染
拡
大
、
こ
の
旋
風
は
世
界
へ
蔓
延
し

つ
つ
あ
り
、
人
の
大
勢
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
順
次
中
止

を
決
定
し
て
、
健
康
被
害
へ
の
不
安
を
一
層
駆
り
立
て
て
い

る
。
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
プ
リ
ン
セ
ス
号
に
ご
乗
船
の
皆
様
方
、

ま
た
、
感
染
さ
れ
た
皆
様
に
は
お
気
の
毒
と
言
う
よ
り
言
葉

が
あ
り
ま
せ
ん
。
今
や
、
ど
こ
に
い
て
も
だ
れ
も
が
感
染
犠

牲
者
に
な
る
や
も
し
れ
な
い
情
況
に
あ
り
、
兎
も
角
、
一
刻

と
も
早
い
終
息
を
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

宗
祖
親
鸞
聖
人
の
時
代
に
も
、
天
変
地
異
が
起
こ
り
疫
病

な
ど
が
流
行
り
混
乱
を
招
い
た
こ
と
は
様
々
な
文
献
が
あ
っ

て
人
々
の
動
揺
と
混
乱
は
今
に
残
さ
れ
て
い
る
が
、
長
い
歴

史
の
中
、
幾
た
び
も
あ
っ
た
こ
の
よ
う
な
突
然
到
来
す
る
生

活
へ
の
不
安
に
人
々
は
ど
う
向
き
合
っ
て
き
た
の
で
し
ょ
う

か
。呆

然
と
立
ち
す
く
み
泣
き
な
が
ら
通
り
過
ぎ
て
い
く
の
を

た
だ
静
か
に
待
っ
た
の
か
。
自
分
の
力
で
は
ど
う
し
よ
う
も

な
い
こ
と
と
明
ら
か
に
悟
っ
て
諦
め
、
力
の
及
ば
な
い
こ
と

だ
と
認
識
し
て
、
受
け
入
れ
、
応
じ
て
生
き
繋
い
で
き
た
の

で
し
ょ
う
か
？

目
覚
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
た
と
言
わ
れ
る
今
世
紀
、
こ
の

科
学
万
能
主
義
社
会
に
生
き
る
人
間
は
、
労
働
、
苦
悩
苦
痛

を
取
り
除
く
た
め
に
ロ
ボ
ッ
ト
を
始
め
と
す
る
そ
の
開
発
と

進
化
、
ネ
ッ
ト
社
会
を
構
築
し
て
、
情
報
を
駆
使
し
て
整
備

共
有
し
て
い
く
。
ま
た
、
Ａ
Ｉ
の
発
達
等
々
、
社
会
生
活
環

境
を
自
ら
の
手
で
作
り
整
え
創
造
し
て
、
そ
の
中
で
安
楽
に

生
き
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
そ
の
結
果
、
い
の
ち
の
操
作
を

含
む
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
す
べ
て
を
自
ら
制
御
で
き
る
か
の
如

く
錯
覚
し
て
し
ま
っ
た
感
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ど
こ

ま
で
も
自
然
が
与
え
て
く
れ
た
大
き
な
条
件
の
中
で
し
か
生

き
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
こ
と
、
自
然
の
中
で
生
き
て
い
る
限

り
災
害
・
災
難
を
含
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
、
ま
た
何
時
い

か
な
る
時
代
も
、
無
常
な
る
営
み
の
中
に
愚
か
で
さ
さ
や
か

な
い
の
ち
を
つ
な
い
で
生
き
る
し
か
な
い
、
支
え
あ
う
共
生

的
存
在
で
あ
る
こ
と
な
ど
は
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
、

人
間
の
基
本
的
必
須
条
件
だ
と
思
わ
れ
る
。

・
・
・
フ
ァ
ー
ス
ト
と
い
う
個
別
的
傲
慢
な
存
在
価
値
的

在
り
方
が
や
た
ら
に
目
立
つ
昨
今
、
と
も
か
く
声
な
き
警
鐘

が
聞
こ
え
て
く
る
と
思
う
の
は
過
ぎ
た
思
い
で
あ
ろ
う
か
。

「
人
類
は
地
球
が
優
し
い
時
に
だ
け

少
し
許
さ
れ
て
生
き
て
い
け
る
」

「
普
共
諸
衆
生

往
生
安
楽
国
」
諸
々
の
衆
生
と
は
、
底
下

の
凡
夫
の
こ
と
で
、
そ
こ
に
漏
れ
る
人
間
は
な
く
、
「
健
全

な
緊
張
感
と
謙
虚
な
姿
勢
」
に
よ
っ
て
こ
そ
、
自
ら
の
い
の

ち
に
育
ま
れ
て
き
た
背
景
を
知
り
、
自
ら
の
使
命
を
感
得
で

き
る
。
そ
し
て
「
本
願
を
信
じ
念
仏
申
す
」
ほ
か
な
い
わ
が

身
に
出
遇
い
直
す
。
弥
陀
の
本
願
は
念
仏
と
し
て
相
続
さ
れ

て
き
た
の
だ
と
い
う
想
い
を
深
く
し
て
い
る
。

「
さ
れ
ば
よ
き
こ
と
も
、
あ
し
き
こ
と
も
、

業
報
に
さ
し
ま
か
せ
て
、
ひ
と
え
に
本
願
を

た
の
み
ま
い
ら
す
れ
ば
こ
そ
・
・
・
・
・
」

『
歎
異
抄
』
十
三
章
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【
発
行
】
真
宗
大
谷
派

本
願
寺
横
浜
別
院

横
浜
市
港
南
区
日
野
一
ー
十
ー
八

TEL
（
〇
四
五
）
八
四
一
ー
三
四
三
四

FAX
（
〇
四
五
）
八
四
一
ー
三
四
二
八

（h
ttp://

w
w
w
.y
ok

o
h
a
m
a-

oota
n
i.co

m

）

〒234-0051

～
横
浜
別
院
だ
よ
り
～

同
朋
の
会

九
州
研
修
旅
行

福
岡
県
み
や
ま
市

法
讃
寺
参
拝

雑

感

八

輪
番

坂
田

智
亮



数
年
前
か
ら
計
画
が
あ
が
っ
て
い
た
同
朋
の
会

九
州
研
修
旅
行
を
行
な
っ
た
。
生
前
、
加
納
靖
夫

氏
が
輪
番
の
自
坊
（
福
岡
県
み
や
ま
市
法
讃
寺
）

を
参
拝
し
よ
う
と
門
徒
に
呼
び
か
け
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
今
回
の
研
修
旅
行
が
実
現
さ
れ
た
。
職

員
を
含
む
十
七
名
が
羽
田
空
港
か
ら
福
岡
空
港
に

向
け
て
飛
び
た
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
一
日
目
は
、

福
岡
空
港
か
ら
貸
切
バ
ス
に
乗
っ
て
移
動
し
、
輪

番
の
自
坊
に
参
拝
す
る
行
程
で
あ
っ
た
。
福
岡
県

み
や
ま
市
は
自
然
豊
か
な
場
所
で
、
の
ん
び
り
と

し
た
雰
囲
気
の
漂
う
町
で
あ
っ
た
。
寺
院
に
着
く

と
早
速
勤
行
を
行
な
い
、
輪
番
よ
り
自
坊
の
由
緒
・

沿
革
を
お
話
い
た
だ
い
た
。

谷
川
山
法
讃
寺
開
基
は
、
坂
田
近
江
守
則
房
の

子
坂
田
太
郎
左
衛
門
則
兼
が
発
心
し
て
、
上
妻
郡

谷
川
村
兼
松
に
居
住
し
、

俗
名
を
改
め
道
永
と
称

し
、
寛
文
六
年
（
一
六

六
六
年
）
上
妻
郡
谷
川

村
兼
松
に
一
宇
を
建
立

し
、
寺
号
を
谷
川
山
法

讃
寺
と
称
す
。
そ
の
後
、

当
時
、
真
宗
寺
院
の
な

か
っ
た
小
田
千
石
の
要

請
に
よ
り
、
天
和
三
年

（
一
六
八
三
年
）
瀬
高

町
小
田
（
現
在
地
）
に

移
転
し
、
現
在
に
至

る
。
お
話
の
後
は
、

座
敷
で
お
茶
を
い
た
だ
き
、
記
念
撮
影
を
し
て
か

ら
、
宿
泊
先
で
あ
る
柳
川
市
に
移
動
し
た
。

二
日
目
は
柳
川
散
策
を
朝
か
ら
行
な
っ
た
。
柳

川
は
、
う
な
ぎ
や
川
下
り
の
観
光
地
と
し
て
有
名

で
あ
り
、
ま
た
御
花
（
柳
川
藩
主
立
花
邸
）
、
北

原
白
秋
生
家
・
記
念
館
な
ど
も
あ
る
。
特
に
印
象

深
か
っ
た
の
は
、
旧
柳
川
御
坊
触
頭
・
眞
勝
寺
に

参
拝
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
眞
勝
寺
は
、
初
代
筑

後
国
主
田
中
吉
政
の
菩
提
寺
で
あ
り
、
私
家
本
の

故
郷
（
滋
賀
県
高
島
市
安
曇
川
町
田
中
）
出
身
の

方
で
あ
っ
た
。
滋
賀
県
か
ら
遠
く
離
れ
た
福
岡
県

で
こ
ん
な
出
会
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に

不
思
議
な
ご
縁
と
し
か
い
い
よ
う
の
な
い
思
い
で

あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
田
中
吉
政
は
関
ヶ
原
の
戦

い
（
一
六
〇
〇
年
）
で
敗
れ
た
石
田
三
成
を
捕
ま

え
た
功
績
に
よ
り
、
国
主
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。

丸
一
日
柳
川
を
散
策
し
た
後
は
、
佐
賀
県
の
嬉
野

温
泉
に
向
か
っ
て
出
発
し
た
。
温
泉
に
向
か
う
途

中
で
、
備
前
屋
と
い
う
酒
蔵
に
も
立
ち
寄
り
、
お

酒
の
試
飲
な
ど
も
楽
し
ん
だ
。
佐
賀
県
嬉
野
市
は
、

長
崎
県
と
の
県
境
に
位
置
し
、
嬉
野
温
泉
は
九
州

屈
指
の
名
泉
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

三
日
目
は
唐
津
市
呼
子
に
移
動
し
、
遊
覧
船
と

名
物
の
イ
カ
を
堪
能
し
、
海
鮮
物
の
買
い
物
を
し
、

福
岡
空
港
か
ら
横
浜
へ
と
無
事
帰
路
に
着
き
、
三

日
間
の
日
程
が
終
了
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
大
変
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
素
晴
ら
し
い
研
修
旅
行
と
な
っ
た
。

と
お
声
を
い
た
だ
い
た
。
私
自
身
は
、
お
金
で
は

買
え
な
い
も
の
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
い
た
と
感
じ
、

大
変
あ
り
が
た
い
ご
縁
で
あ
っ
た
。
（
文
責
家
本
）

今
年
で
二
回
目
と
な
る

浜
別
サ
ン
ガ
（
門
徒
交

流
会
）
が
開
催
さ
れ
た
。

中
村
亜
由
美
氏
に
よ
る

節
談
説
教
が
始
ま
る
と
、

参
加
者
は
集
中
し
て
耳

を
傾
け
、
一
言
一
言
に

心
が
動
か
さ
れ
た
よ
う

で
あ
り
、
好
評
で
し
た
。

（
文
責
家
本
）
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↑

法
讃
寺

第
二
回
浜
別
サ
ン
ガ
（
十
一
月
十
六
日
）

節
談
説
教

中
村
亜
由
美

師
（
泰
山
寺
住
職
）

↑
田
中
吉
政
の
墓

↑
川
下
り
の
様
子

【
別
院
だ
よ
り
発
行
月
が
替
わ
り
ま
す
】

横
浜
別
院
だ
よ
り
「
本
願
力
」
は
、
今
年
三

月
号
よ
り
、
年
四
回
（
三
月
、
六
月
、
九
月
、

十
二
月
）
の
季
節
号
と
し
て
発
行
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
の
で
、
発
行
月
が
替
わ
り
ま
す
。

同
朋
の
会
九
州
研
修
旅
行

福
岡
・
佐
賀
（
十
一
月
十
一
日
～
十
三
日
）



今
回
よ
り
『
仏
説
無
量
寿
経
』
四
十
八
願
に
つ

い
て
、
尾
畑
文
正
先
生
に
講
義
を
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
初
回
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
二

十
人
を
越
え
る
た
く
さ
ん
の
参
加
者
が
あ
り
、
一

般
参
加
者
も
数
名
い
ま
し
た
。
尾
畑
先
生
は
、

「
七
高
僧
の
歴
史
を
通
し
て
、
念
仏
も
う
さ
れ
て

き
た
歴
史
に
立
ち
返
り
、
四
十
八
願
を
読
ん
で
い

き
ま
し
ょ
う
。
」
と
四
十
八
願
の
原
文
に
す
ぐ
に

入
ら
ず
、
導
入
部
分
か
ら
丁
寧
に
お
話
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
「
ひ
と

り
の
国
王
が
世
自
在
王
仏
の
説
法
を
聞
い
て
深
く

喜
び
、
そ
こ
で
こ
の
上
な
い
さ
と
り
を
求
め
る
心

を
起
し
、
国
も
王
位
も
捨
て
、
出
家
し
て
修
行
者

と
な
り
、
法
蔵
と
名
乗
っ
た
の
は
、
た
ま
た
ま
国

王
が
仏
法
を
聞
い
た
か
ら
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

国
王
自
身
が
問
題
と
し
て

い
た
こ
と
を
尋
ね
た
か
ら

で
あ
り
、
国
王
が
抱
え
て

い
た
課
題
が
四
十
八
願
に

表
現
さ
れ
て
い
る
。
」
と

い
う
お
話
で
し
た
。
四
十

八
願
を
そ
の
よ
う
に
考
え

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
頷
か
さ
れ
ま
し

た
。
次
回
か
ら
四
十
八
願

原
文
に
入
り
ま
す
。

（
文
責
家
本
）
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《
横
浜
組
》

【
横
浜
組
門
徒
研
修
会
】

〔
第
一
回
〕

【
日
時
】
四
月
十
七
日(

金)

十
四
時
～
十
六
時
半

【
講
師
】
三
島
多
聞

師(

高
山
別
院
輪
番
）

【
会
場
】
本
願
寺
横
浜
別
院

〔
第
二
回
〕

【
日
時
】
五
月
二
十
五
日(

月)

十
四
時
～
十
六
時
半

【
講
師
】
靍
見
美
智
子

師(

小
港
西
教
寺
前
坊
守
）

【
会
場
】
本
願
寺
横
浜
別
院

【
横
浜
組
声
明
儀
式
研
修
会
】

【
日
時
】
五
月
二
十
日(

水)

午
後
一
時
半
～

【
講
師
】
管
生
考
純

師(

京
都
教
区
光
明
寺
住
職
）

【
会
場
】
本
願
寺
横
浜
別
院

《
三
浦
組
》

【
二
〇
二
〇
年
寺
子
屋
】

〔
第
二
回
〕

【
日
時
】
三
月
四
日
（
水
）
午
後
一
時
～

【
講
師
】
狐
野
秀
存

師(

大
谷
専
修
学
院
長
）

【
会
場
】
来
福
寺
（
三
浦
市
南
下
浦
町
上
宮
田
）

〔
第
三
回
〕

【
日
時
】
四
月
八
日
（
水
）
午
後
一
時
～

【
講
師
】
渡
邊
浩
昌

師(

三
重
県
西
願
寺
前
住
職
）

【
会
場
】
浄
榮
寺
（
横
須
賀
市
吉
倉
町
一-

三
十
）

【
神
奈
川
四
ヶ
組
（
横
浜
・
川
崎
・
三
浦
・
湘
南
）
の
う
ご
き
】

↑
尾
畑
文
正

師

『
神
奈
川
四
ヶ
組
行
事
予
定
表
』

《
神
奈
川
四
ヶ
組
》

【
横
浜
親
鸞
講
座

二
〇
一
九
】
全
七
回

【
日
時
】
第
六
回

三
月
十
四
日
（
土
）

第
七
回

四
月
十
八
日
（
土
）

※
全
日
程
十
四
時
よ
り
十
六
時
ま
で

【
講
師
】
海
法
龍
氏
（
横
須
賀
市
・
長
願
寺
住
職
）

【
テ
ー
マ
】
人
間
と
は
何
か-

歎
異
抄
に
聞
く

【
会
場
】
崎
陽
軒
ビ
ル
ヨ
コ
ハ
マ
ジ
ャ
ス
ト

一
号
館
八
階
（
横
浜
駅
よ
り
す
ぐ
）

【
参
加
費
】
一
回
千
円

【
神
奈
川
ブ
ロ
ッ
ク
聖
典
学
習
会
】

〔
第
三
十
二
回
〕
【
日
時
】
四
月
十
六
日
（
木
）

〔
第
三
十
三
回
〕
【
日
時
】
六
月
八
日
（
月
）

午
前
十
時
四
十
五
分
～
午
後
四
時

【
講
師
】
尾
畑
文
正

師(

同
朋
大
学
名
誉
教
授
）

【
学
習
聖
典
】
『
仏
説
無
量
寿
経
』
四
十
八
願

【
参
加
費
】
千
円

※
当
日
受
付

【
聴
講
対
象
者
】
僧
侶
、
寺
族
、
一
般
希
望
者

【
持
ち
物
】
念
珠
、
真
宗
聖
典
、
筆
記
用
具
等

【
会
場
】
本
願
寺
横
浜
別
院

第
三
十
一
回

神
奈
川
ブ
ロ
ッ
ク
聖
典
学
習
会

講
師

尾
畑
文
正

師
（
同
朋
大
学
名
誉
教
授
）



編
集
後
記

今
年
の
冬
は
記
憶
に
残
る

冬
と
な
り
そ
う
で
す
。
記
録

的
な
大
暖
冬
で
、
冬
ら
し
く

な
い
冬
が
過
ぎ
ま
し
た
。
大

雪
は
困
る
が
、
雪
が
全
く
な

く
て
も
困
る
。
そ
ん
な
声
が

多
く
の
ス
キ
ー
場
か
ら
聞
こ

え
て
き
ま
し
た
。
こ
ん
な
に

雪
が
積
も
ら
な
い
年
は
記
憶

に
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
球
温

暖
化
の
影
響
だ
と
い
う
こ
と

は
す
ぐ
に
気
づ
き
ま
し
た
。

そ
れ
と
、
新
型
肺
炎
に
よ
り

世
界
中
が
大
混
乱
し
て
い
ま

す
が
、
一
刻
も
早
い
終
息
を

願
う
ば
か
り
で
す
。

さ
て
、
お
彼
岸
の
季
節
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
お
彼
岸

が
過
ぎ
る
と
、
桜
の
季
節
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
、
初

夏
と
目
ま
ぐ
る
し
く
季
節
は

移
り
変
わ
り
、
そ
し
て
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
季
節
と
な
り
ま

す
。
別
院
・
神
奈
川
教
化
セ

ン
タ
ー
は
四
月
か
ら
新
年
度

と
な
り
ま
す
が
、
様
々
な
行

事
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
方
の
ご
参

詣
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
家
本
）
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― 各法要（おつとめ・ご法話）のご案内 ― 2020年3月～5月

～どなたもご自由にお参りください～

春季彼岸会法要 午後1時30分より

３月１９日（木）・２０日（金・祝）

【法話】近藤 龍麿 師

(岐阜教区第11組廣専寺住職）

お彼岸は、浄土に還っていかれた亡き人

を偲ぶと共に、自分の生活を振り返る大

切な時です。有縁の皆様におかれましては、

ぜひご参詣ください。

定例法話 午後１時３０分より

３月９日(月)横浜組 利正寺 渡辺正法 師

３月２８日(土)別院 輪 番 坂田智亮 師

４月９日(木)三浦組 光龍寺 宮川正道 師

４月２８日(火)別院 輪 番 坂田智亮 師

５月９日(土)横浜組 西教寺 伊藤大信 師

※５月２８日の定例法話は休みです。

別院同朋の会日帰り研修旅行
４月１５日（水）【参加費】７，０００円

【行程】報佛寺（茨城県）【定員】２０名

（唯円開基寺院、親鸞聖人御旧跡等）

※詳細は別院までお問い合わせ下さい。

締め切りは三月三十日です！

永代経法要 午後１時３０分より

５月２８日（木）・２９日（金）

【法話】海 法龍 師
（横須賀市長願寺住職）

この法要は、私までいのちを届けてくださっ
た先輩・先達に想いを馳せ、そこに相続され
てきた本願のみ教えを聞きひらき、私の人生
を問い直す大切な御仏事であります。

末法濁世の様相を呈して混迷を深めていく
現代社会にあって、いよいよ真実の教法に照
らされて生きることが願われるのであります。
どうぞご参詣ください。

グリーフケアのつどいのご案内
【日時】4月11日（土）午後2時～

6月13日（土）午後2時～

突然起きてくる人間の悲しみに共感を求めて

グリーフケアを行なっています。

※参加費・申し込みは不要です。

詳細はチラシをご覧ください。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

正信偈の会が始っています！
【日時】3月9日（月）10：30～12：00

4月9日（木）10：30～12：00

5月9日（土）10：30～12：00

正信偈（同朋奉讃式）のお稽古を行な
います。初心者歓迎！参加無料です。

※前日までに申し込みください。
詳細はチラシをご覧ください。


